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対象: 25例の腎移植患者に対し， 53回の測定を施行した。測定時の移植腎の状態は retrospective










( Mean transit time(MTT) は， Oldendorf の方法に準じ， original curve の一次微分曲線の pos-
itive peak と negative peak の聞の時間とした。②Appearance time は RI静注後，一次微分曲線の
positive peak までの時間，③Tmaxは original curveの maximum count までの時間，④TMmaxは
maximum count のMに達する時間，⑤ Slopeは maximum count の10%から 90%まで増加するに要す
る時間とした。次に移植腎への RIへの集積の程度を示す指標として，⑥Uptake ratio は， MTT時間
内での移植腎への集積率，⑦ Kidney/Background ratio(K/B ratio) は，移植腎実質部と background
との RI count の比とした。
以上の方法で求めた各指標の拒絶反応診断における有用性，および移植腎機能(Ccr) との相関性は
以下のとおりであった。
( MTT: N群のMTT8.48土 2.01秒に比し AR群は15.00土 2.52秒 CR群は16.87 :f:: 2.29秒と著明
に延長し，明らかな統計学的有意差を示す(Pく0.001)。全例における MTT と Ccr は有意の負の相関
を示す (r= 一0.736. Pく0.001) 。またはMTT と CPAH ， CTH10 も有意の負の相関を示した。
( Appearance time: N群の偏差が大きく， AR群との聞に有意差がない。 CR群では前 2 者に比
べ，有意の延長を認める (Pく0.005 ， Pく0.001)0 Ccr との相関は認めない。 (r=-0. 1l 9) 。
( Tmax: N群に比し， AR群は僅かに延長を示す(Pく0.05) が， CR群では前 2 者に比べ著明な延
長を認める (Pく0.001)0 Ccr とは， r= -0 .514(Pく0.001) にて負の相関を認める。
( TJ1max: N群と AR群の聞には全く差を認めないが， CR群では延長している (Pく0.005) 。
Ccr とは相関を有しない(r= 一 0.196) 。
( Slope: AR群およびCR群において， N群より延長している (Pく0.005 ， P<0.001)0 Ccr とは
r= ー 0 .483 ， P<O .001 で負の相関を有する。
( Uptake ratio: AR群， CR群ともに N群に比し，明らかな低下をみる (Pく0.001)0 Ccr とは有
意の正の相関を有する (r=O .625 , P<O .001) 。
( K/B ratio: AR群と CR群で低下を認めるが， N群の数値の偏差が大きく，わずかに有意差を認
める (Pく0.01 ， P<O .02) 0 Ccr とは正の相関を有する (r=0 .454 ， Pく0.001) 。
〔総括〕
1 .急性拒絶反応の際に最も顕著に変動する指標は， MTT と Uptake ratio である。 Slope ， K/B raｭ
tio , Tmaxがこれに次ぐ。 Appearance time , T J1maxは急性拒絶反応、の診断の指標とはならない。
慢性拒絶反応では すべての指標が著明な変動を示した。
2. 腎機能との相関性では， MTT , Uptake ratio が特に良い相関を示した。





のである。即ちttmTc-DTPA dynamic study から数種の指標を考案，算出し，拒絶反応の種類およ
び機能に対する診断的価値を検討したもので，従来，定性的診断法に頼っていたものを数量的にあら
わしうる方法を確立した。
本研究は腎移植の術後管理を容易ならしめる点で極めて有意義である。
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